
第４９５回 １月２５日開催

出席委員（５０音順・敬称略）

荒巻 裕 伊藤 芳明

大村 英昭 木下 明美

櫻井 美幸 森 輝彦

倉光 弘己(書面参加)
黒田 勇(書面参加)

◆ テレビ番組

「阪神淡路大震災１０年特別企画 悲しみを勇気にかえて」

１月１４日（金）午後６時５５分～８時５４分放送

毎日放送の第４ ９ ５ 回番組審議会は１ 月２ ５ 日大阪市北区の本社で開かれ、 １ 月１

４ 日に放送したテレビ番組「 阪神淡路大震災１ ０ 年特別企画 悲しみを勇気にかえて」

を審議した。 この番組は、 地震発生直後からの膨大な映像と実話を元にした 4話のオ

ムニバス・ ドラマと 、 ナビゲーターのスト ーリ ー紹介で構成。 被災地の人たちが苦境

を乗り 越え生きてきたこの１ ０ 年の姿を描く 。

委員の主な意見

＊ 溢れかえるほどたく さんの震災番組があった中で、感銘深い作品が生まれた。震

災１ ０ 年という 節目は、私たちが何を学び、 これからに生かしていく かが一番大き

な課題。 ヒ ューマンドキュメ ンタリ ーという 作り 方で、いのちの尊さ、 大切さがよ

く 出ていた。

＊ 生き抜く ことの尊さ、家族とは親子とは何かという番組の見所や内容は伝わり 、

十分表現されていたが、震災の印象がまだ生々しいだけに、 ドラマにするときれい

過ぎてちょ っと う すく感じてしまう 。

＊ これが創作されたドラマなら、 できが良いとはいえない。親を失った子どもが祖

父母にわがままを言う シーンなど、思い出に基づく から、単調になっている。だが

事実なのだ。創られた話なら作為的に見えるだろう が、すべて事実なのだ。最後に

本人たちが顔を出している。 年のせいでゆるく なった涙腺は、どう にも締めよう が

なかった。



＊ 番組を見てずいぶん泣いた。テレビの手法と して、実写とフィ クショ ンの部分を

まぜていて、それがある種の緊張感を与えている。 ただ４ 話ではなく 、 本数を減ら

してでも途中の確執などを描いたほう が説得力をもった。短い時間で人間賛歌に無

理に持っていった感じがする。

＊ ナビゲーターが必要だったのか。 ド ラマ仕立てのドキュメ ンタリ ーでいわば枠が

二重にある上に、 ナビゲターを入れたので、 もう 一つ額縁が外にできていて、 リ ア

リ ティ が浮いてく る。

＊ 実話と ドラマ部分がう まく すり合わされている。描かれている家族が悲しみを乗

り 越えた上での番組への協力、今までのＭＢＳの震災報道の取り組み、報道局と制

作局とのパート ナーシップがなければ番組はできていない。

＊ 今年終戦６ ０ 年、私はまだまだ遠景であの戦争を見ることができない。 震災から

まだ、 たった１ ０ 年。非常に苦しみ、悩みをかかえて生きている方が多い。そう い

う 中で優れた番組が作られたのは意義深い。

＊ 何より も評価したいのは、 １ ０ 周年記念に声高に防災を叫ぶのではなく 、 震災と

かかわった人々のドラマを作ったこと 。驚きと恐怖と 、 悲しみと勇気と希望とが交

錯した数ヶ月を１ ０ 年後にドラマという 形式で整理しよう とした試み。実際の被災

者の経験を短いド ラマにしてつむいでいく 。私はこれを「 当事者ドラマ」 と呼んで

みたい。当事者と して、われわれの経験の記憶がそれを補い、自らの人生と照らし

合わせることができるドラマだ。すべてのエピソードが涙なく してみることができ

ないものだった。

◆ ラジオ・冬季聴取率調査について

１ ２ 月に行われたラジオの冬季聴取率調査の結果について、 ラジオ局長が報告した。

◆ 「ＪＮＮ系列放送番組審議会・近畿中四国地区協議会」について

１ １ 月１ ８ 日に松山市で開かれた「 第１ ２ 回Ｊ ＮＮ系列放送番組審議会・ 近畿中四

国地区協議会」 について委員長が報告した。


